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1. 2023年12月期第2四半期の連結業績（2023年1月1日～2023年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年12月期第2四半期 8,999 14.2 432 517.3 448 451.3 282 536.1

2022年12月期第2四半期 7,880 2.2 70 ― 81 ― 44 ―

（注）包括利益 2023年12月期第2四半期　　481百万円 （919.6％） 2022年12月期第2四半期　　47百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年12月期第2四半期 255.69 255.53

2022年12月期第2四半期 40.41 40.25

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年12月期第2四半期 17,847 9,027 46.3

2022年12月期 17,014 8,577 46.3

（参考）自己資本 2023年12月期第2四半期 8,256百万円 2022年12月期 7,884百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年12月期 ― 25.00 ― 25.00 50.00

2023年12月期 ― 25.00

2023年12月期（予想） ― 25.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年12月期の連結業績予想（2023年 1月 1日～2023年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 18,200 6.7 550 17.4 550 12.3 350 5.8 319.11

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年12月期2Q 1,776,820 株 2022年12月期 1,776,820 株

② 期末自己株式数 2023年12月期2Q 668,204 株 2022年12月期 668,278 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年12月期2Q 1,104,677 株 2022年12月期2Q 1,098,927 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等はさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件
および業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報
に関する説明」をご参照ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に関わる行動制限が緩和され、経

済活動も再開が進み、個人消費も緩やかな回復基調を維持した形で推移しました。しかし、原材料・エネルギー価

格は高騰し、円安による物価上昇も重なり、景気の先行きは不透明な状況にあります。海外においても、ロシア・

ウクライナ情勢が長期化しており、資源・エネルギー価格の高騰、高インフレなど、先行き不透明感は増大してお

ります。中国ではゼロコロナ政策の解除により個人消費が持ち直しているものの、総じて回復ペースは鈍化してお

ります。

このような状況の中、当社グループでは、「包装を通じて社会に奉仕します」の社是に則り、「優秀な製品」

「確実な納品」「適正な価格」でお客様に信頼していただける受注活動を進めております。当社グループ一体でお

客様への供給責任を果たすべく、各部門で従来からの課題の解決に取り組むとともに部門相互で連携を強化してお

ります。生産体制の刷新、強化と生産環境の改善に努め、全社一体となってお客様と締結した品質契約と個別契約

の要求基準を満たす製品を生産し、確実な納品を徹底しております。

また、当社グループでは、ＥＳＧを経営の根幹に据え、事業を通じて社会的課題の解決を図るよう努めておりま

す。単に利益を求めるのみではなく、「包装を通じて社会に奉仕する」ことを愚直に追い求め、ＥＳＧを重視した

経営を実践することで、更なる企業価値の向上と持続的成長を目指しております。その中で、環境への取組みとし

ては、包装業界の先駆者として、脱プラスチック・省資源・易廃棄などのパッケージを開発・促進し、再生利用に

よる循環型社会に貢献するＳＤＧｓ実践企業を目指して、環境方針を制定し行動しております。エネルギーと素材

をより無駄なく製品化することで環境負荷を低減すべく、故紙の削減にも努めております。持続可能な調達を推進

するお客様の要求に応えるべく、環境に配慮したパッケージの設計を提案するとともに、森林認証紙の使用にも対

応し、使用原紙重量比でおよそ90％が認証紙となっております。知的財産への投資等に関しては、業務改革を推進

するべく、デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）への第一歩としてグローバルスタンダードで標準化された

ＥＲＰパッケージを導入し、運用を推進しております。この一連の取組みは、自分の仕事に対するイノベーション

や新しい知識を取り入れて全従業員の70％を技術者に成長させていくために相応の人員と工数を費やす人的資本へ

の教育投資として位置付けております。このほか、従業員の健康状況に関しては、日々情報を収集し、共有してお

ります。新型コロナウイルス感染症に対しては、感染法上の位置付けが変更されたものの、継続してすべてのステ

ークホルダーへの安全安心を最優先に、従業員とその家族への消毒の徹底をはじめとした感染対策の指導、職場環

境対策、時差出勤など、現状に合わせて人への安全確保を第一とした各種感染症拡大防止策の励行を継続しており

ます。

その結果、売上高は8,999百万円（前年同四半期比14.2％増）となりました。日本では、前期および当期と度重

なる原材料の値上げに対し販売価格に転嫁を進めたことが影響しております。中国では前年同期の上海ロックダウ

ンの影響が一巡し、現状は消費活動の復調から売上は回復の傾向にあります。損益面では、原材料の値上に対し販

売価格への転嫁が追い付いていないものの、より効率良く生産するための体制を見直したことが影響し、営業利益

は432百万円（前年同四半期比517.3％増）、経常利益は448百万円（前年同四半期比451.3％増）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は282百万円（前年同四半期比536.1％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当社グループにおける当第２四半期連結会計期間末の資産は17,847百万円となり、前連結会計年度末に比べ833

百万円増加しました。これは、主に棚卸資産で325百万円増加、有形固定資産で292百万円増加したことによるもの

であります。当第２四半期連結会計期間末の負債は8,821百万円となり、前連結会計年度末に比べ384百万円増加し

ました。これは主に流動負債その他で未払費用等により241百万円増加、長短借入金で78百万円増加したことによ

るものであります。当第２四半期連結会計期間末の純資産は9,027百万円となり、前連結会計年度末に比べ450百万

円増加しました。これは、主に利益剰余金が254百万円増加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年12月期の業績につきましては、2023年２月10日に公表いたしました連結業績予想に変更はありません。

　なお、新型コロナウイルス感染症が、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。今後、業績予想の

修正が必要となった場合には速やかに開示いたします。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,614 1,878

受取手形、売掛金及び契約資産 5,104 5,045

商品及び製品 558 707

仕掛品 204 377

原材料及び貯蔵品 286 289

その他 223 220

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 7,988 8,514

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 1,511 1,565

土地 1,689 1,689

その他（純額） 871 1,110

有形固定資産合計 4,071 4,363

無形固定資産 169 161

投資その他の資産

投資有価証券 3,821 3,889

退職給付に係る資産 258 239

その他 707 681

投資その他の資産合計 4,787 4,809

固定資産合計 9,026 9,333

資産合計 17,014 17,847

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,450 4,519

短期借入金 760 530

１年内返済予定の長期借入金 513 610

未払法人税等 142 121

賞与引当金 48 48

その他 1,157 1,398

流動負債合計 7,069 7,226

固定負債

長期借入金 865 1,075

退職給付に係る負債 96 96

資産除去債務 3 3

その他 404 421

固定負債合計 1,368 1,595

負債合計 8,437 8,821

純資産の部

株主資本

資本金 2,151 2,151

資本剰余金 1,415 1,424

利益剰余金 3,482 3,736

自己株式 △925 △933

株主資本合計 6,124 6,379

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,391 1,438

為替換算調整勘定 383 456

退職給付に係る調整累計額 △15 △17

その他の包括利益累計額合計 1,760 1,877

新株予約権 2 1

非支配株主持分 691 770

純資産合計 8,577 9,027

負債純資産合計 17,014 17,847
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日

　至　2023年６月30日)

売上高 7,880 8,999

売上原価 6,711 7,381

売上総利益 1,168 1,617

販売費及び一般管理費 1,098 1,186

営業利益 70 432

営業外収益

受取利息 2 3

受取配当金 55 57

その他 12 19

営業外収益合計 69 80

営業外費用

支払利息 8 6

為替差損 13 13

その他 37 44

営業外費用合計 58 63

経常利益 81 448

税金等調整前四半期純利益 81 448

法人税等 43 120

四半期純利益 38 328

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△6 46

親会社株主に帰属する四半期純利益 44 282

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日

　至　2023年６月30日)

四半期純利益 38 328

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △235 46

為替換算調整勘定 255 107

退職給付に係る調整額 △10 △1

その他の包括利益合計 9 152

四半期包括利益 47 481

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △30 400

非支配株主に係る四半期包括利益 77 81

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日

　至　2023年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 81 448

減価償却費 222 224

受取利息及び受取配当金 △57 △61

支払利息 8 6

売上債権の増減額（△は増加） 476 99

棚卸資産の増減額（△は増加） △29 △311

仕入債務の増減額（△は減少） 255 57

その他 117 219

小計 1,074 681

利息及び配当金の受取額 56 60

利息の支払額 △9 △8

法人税等の支払額 △23 △138

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,098 595

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △33 △189

定期預金の払戻による収入 33 29

有形固定資産の取得による支出 △197 △367

無形固定資産の取得による支出 － △9

投資有価証券の取得による支出 △1 △1

その他 51 △1

投資活動によるキャッシュ・フロー △147 △537

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △632 △230

長期借入れによる収入 400 600

長期借入金の返済による支出 △337 △293

自己株式の純増減額（△は増加） △0 △30

配当金の支払額 △27 △28

非支配株主への配当金の支払額 △3 △2

その他 △9 △9

財務活動によるキャッシュ・フロー △608 9

現金及び現金同等物に係る換算差額 44 33

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 387 100

現金及び現金同等物の期首残高 1,177 1,561

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,564 1,661

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることといたしました。これによる当四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理および開示に関する取扱いの適用）

当社および国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行してお

ります。これに伴い、法人税および地方法人税ならびに税効果会計の会計処理および開示については、「グループ

通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日。以下「実

務対応報告第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告

第42号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。

（新型コロナウイルス感染症の拡大の影響に関する会計上の見積り）

　前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（新型コロナウイルス感染症の拡大の影響に関する会計上の見

積り）に記載しております新型コロナウイルス感染症の拡大の影響に関する仮定について重要な変更はありませ

ん。
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（単位：百万円）

日本 中国 合計

売上高

　　印刷紙器 5,822 1,255 7,078

　　プラスチック包材 725 － 725

　　その他 14 63 77

　　顧客との契約から生じる収益 6,562 1,318 7,880

　　外部顧客への売上高 6,562 1,318 7,880

　　セグメント間の内部売上高又は振替高 － 480 480

計 6,562 1,798 8,359

セグメント利益又は損失（△） 185 △38 147

利益 金額

報告セグメント計 147

セグメント間取引消去 0

その他の調整額（注） △77

四半期連結損益計算書の営業利益 70

（セグメント情報）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報ならびに収益の分解情報

２．報告セグメントの利益または損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額および当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

　（注）　その他の調整額は主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る費用であります。
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（単位：百万円）

日本 中国 合計

売上高

　　印刷紙器 6,657 1,472 8,130

　　プラスチック包材 802 － 802

　　その他 6 － 6

　　顧客との契約から生じる収益 7,464 1,472 8,937

　　その他の収益 － 62 62

　　外部顧客への売上高 7,464 1,534 8,999

　　セグメント間の内部売上高又は振替高 － 683 683

計 7,464 2,217 9,682

セグメント利益 263 249 513

利益 金額

報告セグメント計 513

セグメント間取引消去 0

その他の調整額（注） △81

四半期連結損益計算書の営業利益 432

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報ならびに収益の分解情報

２．報告セグメントの利益または損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額および当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

　（注）　その他の調整額は主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る費用であります。
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